
　地方独立行政法人化してから登録されたものを中心に、森林研究本部が保有する知的財産権を紹介します。
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■■熱熱処処理理木木材材ななららびびににそそのの製製造造方方法法 特許権

　従来の圧縮木材生産技術を発展させ、節の多い針葉樹材の圧縮に最適化した複数の板材による相
互横幅拘束方法と、横幅拡張を伴う独創的な形状変化により圧縮板材を作る熱処理方法です。針葉
樹材に広葉樹材同等以上の機能を付与できますので、フローリングや内装材にも利用できます。

〔登録年月日〕2014.10.17 〔登録番号〕5629863

■■３３軸軸NNCC木木工工旋旋盤盤シシスステテムム・・工工具具経経路路生生成成方方法法・・
　　工工具具経経路路生生成成ププロロググララムム及及びび記記録録媒媒体体

特許権

　３Ｄ-ＣＡＤモデルを素に加工プログラムを自動生成するソフトウエアとチップソーを採用した
ＣＮＣ木工旋盤を用いて、非円形で湾曲した形状の加工が可能になりました。加工時間の短縮や低
コスト化が可能となりました。

〔登録年月日〕2011.7.22 〔登録番号〕4784767

■■ママッッシシュュルルーームム栽栽培培用用培培地地おおよよびびママッッシシュュルルーームム
　　のの製製造造方方法法

特許権

　マッシュルームを栽培する際、ベースコンポストとして牛糞堆肥及び馬糞堆肥を所定の割合で混
合した堆肥混合物を使用します。堆肥混合物を含む培地組成や牛糞堆肥の堆肥化期間をコントロー
ルすることでマッシュルームを大型化する技術です。

〔登録年月日〕2018.10.26 〔登録番号〕6421913

■■多多軸軸NNCC木木工工旋旋盤盤シシスステテムム、、工工具具経経路路生生成成方方法法、、工工具具経経路路
生生成成ププロロググララムムおおよよびび記記憶憶媒媒体体

特許権

　コンピュータで立体形状の数値を制御し、連動した３軸の木工旋盤（チップソー）により、凹凸
や左右非対称の複雑な形状を加工するシステムです。加工時間の短縮や低コスト化が可能になりま
した。

〔登録年月日〕2021.07.30 〔登録番号〕4784767

■■木木質質複複合合版版のの製製造造方方法法 特許権

　本技術を用いると、木質ボード製造時の熱圧締と同時に合板を接着・一体化させることが可能と
なり、コストを削減しながらも反りの少ない複合フローリングを製造することができます。

〔登録年月日〕2021.11.30 〔登録番号〕6985657

■■キキノノココ栽栽培培用用培培地地添添加加剤剤、、キキノノココ栽栽培培用用培培地地、、及及びび同同培培地地
をを用用いいたたキキノノココのの栽栽培培方方法法

特許権

　オノエヤナギやエゾノキヌヤナギ等のチップやおが粉等から水性抽出物を製造し、おが粉をベー
スとした培地に、この水性抽出物を少量添加することで、シイタケ菌床栽培における発生促進、発
生収量の増加につながります。

〔登録年月日〕2021.12.7 〔登録番号〕6989914

■■ママツツタタケケ菌菌根根苗苗のの作作製製方方法法 特許権

　マツタケ菌を共生させたマツ科植物の苗（マツタケ菌根苗）を作製する技術です。

〔登録年月日〕2021.3.2 〔登録番号〕6845541
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Forest Products Research Institute

体育館のフローリングが割れる原因と対策を検討しました。

体体育育館館木木製製床床のの割割れれやや不不具具合合をを防防止止すするるたためめにに

体育館の木質フローリングに発生する割れの発生抑制・防止策の提案（2020～
2022年度）

課題名(研究期間)

■体育館床の定期的、継続的な調査とモデル試験から、フローリングの割れの発生原因を検討しました。
冬季の乾燥収縮による引張に加え、夏季の吸湿膨潤による接合部での圧縮が、割れの一因となること
が分かりました。
■体育館床の施工や維持管理における割れ発生への主な対策をまとめました。

成果の概要

■研究成果を取りまとめた資料を作成し、市町村関係部署や体育施設管理者に情報提供しました。
■フローリングメーカ-や自治体からの技術相談において本研究の成果を活用しています。

成果の活用

■髙山光子(2023) 体育館のフローリングが割れにいたる原因を調査する．令和5年北海道森づくり研
究成果発表会
■髙山光子・近藤佳秀(2025) 体育館におけるフローリングの損傷発生要因の検討（第1報）温湿度と
床材の含水率および伸縮挙動．林産試験場報.552
■髙山光子・近藤佳秀(2025) 体育館におけるフローリングの損傷発生要因の検討（第2報）損傷等の
発生状況．林産試験場報.552 ほか普及誌3本

成果の公表

林産試験場 技術部製品開発グループ研 究 担 当

松原産業(株)、空知単板工業(株)、旭川市連 携 機 関

特 記 事 項

備 考

道総研森林研究本部研究成果選集 2020～2024

■■床床上上・・床床下下温温湿湿度度とと床床材材含含水水率率、、隙隙間間幅幅のの測測定定

温湿度の変動が施設ごとに異なり、それに応じて
床材が膨潤収縮することから、各施設で温湿度を
計測・管理することが必要と分かりました。

フローリングと下地合板が異なる伸縮挙動をして
いることが確認され、フローリングが下地合板の
伸縮挙動の影響を受けることにより、一様ではな
い複雑な動きを示すと考えられました。

■■フフロローーリリンンググのの損損傷傷発発生生状状況況のの調調査査

冬季の乾燥収縮に加え、夏季の吸湿膨潤による接
合部でのフローリング相互の圧迫が、割れの一因
となることが分かりました。

体育館床を模した小型床モデルの加湿・乾燥試験の結果と合わせ、体育館床の施工や維持管理における、割れ
発生への主な対策を資料にまとめました。

【【体体育育館館のの実実態態調調査査】】

乾燥収縮による
割れ

吸湿膨潤による
フローリング接
合部での圧迫と
割れ

接合部（長辺）
冬期

接合部（長辺）

接合部（短辺）

夏期

【【資資料料のの作作成成】】
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